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『
史
記
抄
』
の
文
末
に
見
え
る
「
歟
」
と
「
歟
ゾ
」

北

原

慎

也

一

は
じ
め
に

抄
物
は
、
主
と
し
て
室
町
時
代
に
五
山
の
禅
僧
や
博
士
家
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
、
漢
籍
・
仏
典
類
に
関
す
る
講
義
の
聞
書
な
い
し
手
控
、
あ
る
い

は
講
義
形
式
を
取
ら
な
い
注
釈
書
の
総
称
で
あ
り
、
室
町
期
の
口
語
を
窺

い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
・
狂
言
資
料
と
と

も
に
重
要
な
国
語
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

実
例
を
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る
『
史
記
抄
』
よ
り
掲
出
す
る
。
対
応

す
る
『
史
記
』
の
原
文
も
併
せ
て
掲
げ
る

（
一
）

。

【
『
史
記
』
原
文
】

孫
子
武
者
、
斉
人
也
。
以
兵
法
見
於
呉
王
闔
廬
。
闔
廬
曰
、
子
之
十

三
篇
、
吾
尽
観
之
矣
。
可
以
小
試
勒
兵
乎
。
対
曰
、
可
。
闔
廬
曰
、

可
試
以
婦
人
乎
。
曰
、
可
。

【
抄
】

孫
子

―
孫
子
武
呉
起
ハ
、
兵
法
ノ
本
也
。
暗
合
孫
呉
ナ
ン
ト
ヽ
云
ソ
。
孫

子
カ
兵
法
ヲ
ハ
、
魏
曹
操
カ
注
ヲ
作
タ
ソ
。
兵
法
七
書
ト
云
ハ
、

太
公
六
韜
・
黄
石
公
三
略
・
孫
子
・
呉
子
・
司
馬
法
・
唐
太
宗
李

衛
公
荅
問
・
尉
繚
子
此
ヲ
七
書
ト
云
ソ
。

闔
廬ロリ

ヨ竺
雲
ハ
、
廬
ト
ヨ
マ
シ
ム
ソ
。
廬
ト
モ
ヨ
ム
ソ
。

ロ

リ
ヨ

子
之

―
ソ
チ
カ
シ
タ
ル
兵
書
ヲ
ハ
、
皆
見
タ
レ
ト
モ
、
マ
タ
兵
ヲ
勒
ス
ル

ヲ
ハ
不

見
ホ
ト
ニ
、
チ
ツ
ト
シ
テ
ミ
セ
ワ
セ
マ
イ
歟
。

レ

可
試

―
武
士
ヲ
聚
ム
ル
大
事
ナ
ホ
ト
ニ
、
婦
人
テ
シ
テ
ミ
セ
ヨ
ソ
。

（
巻
十
一
・
孫
呉
列
伝
第
五
【

-

】
）

3

61

引
用
は
孫
子
列
伝
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
右
の
引
用
の
よ
う
に
、
『
史
記

抄
』
は
『
史
記
』
本
文
を
語
句
な
い
し
文
か
ら
成
る
ま
と
ま
り
（
本
稿
で

は
「
科
段
」
と
呼
ぶ
）
に
分
け
、
そ
の
冒
頭
を
「
孫
子

―
」
の
よ
う
に

示
し

（
二
）

、
そ
の
箇
所
に
対
す
る
注
釈
（
抄
文
）
を
綴
る
、
と
い
う
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
抄
文
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
文
末
の
多
く
が
「
ゾ
」
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
以
て
『
史
記
抄
』
は
「
ゾ
体
」
の
抄
物
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
こ
の
他
、
抄
文
末
の
多
く
が
「
ナ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
抄
物
も
あ

り
、
こ
ち
ら
は
「
ナ
リ
体
」
の
抄
物
と
呼
ば
れ
る
。
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こ
の
ゾ
体
と
ナ
リ
体
と
い
う
分
類
は
、
文
献
の
口
語
性
を
測
る
指
標
と

見
な
さ
れ
て
き
た
。
古
く
は
吉
澤
（
一
九
二
七
）
に
て
「
文
語
の
も
の
は

ナ
リ
で
文
の
終
り
を
止
め
て
居
り
、
口
語
の
も
の
は
ゾ
で
止
め
て
あ
る
。

換
言
す
る
と
ナ
リ
式
は
文
語
で
、
ゾ
式
は
口
語
で
あ
る
」
（
一
二
五
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
「
ゾ
体
＝
口
語
的
、
ナ
リ
体
＝
文
語
的
」
と
い
う

図
式
は
、
そ
れ
に
対
す
る
懐
疑
的
な
見
解
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の

（
三
）

、

大
略
継
承
さ
れ
て
き
た
見
方
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い

（
四
）

。
こ
の
よ
う
に
、

ゾ
体
と
ナ
リ
体
を
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
文
末
表
現
の
性
質
を
明
ら
か
に
し

た
先
行
研
究
は
一
定
の
蓄
積
が
あ
る

（
五
）

。

し
か
し
、
文
末
表
現
は
ゾ
と
ナ
リ
の
対
照
以
外
に
お
い
て
も
考
察
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
先
の
引
用
の
「
子
之

―
」
の
科
段

の
末
尾
は
「
ミ
セ
ワ
セ
マ
イ
歟
」
と
な
っ
て
お
り
、
ゾ
も
ナ
リ
も
付
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、「
可
試

―
」
の
科
段
の
末
尾
は
「
シ
テ
ミ
セ
ヨ
ゾ
」

と
な
っ
て
お
り
、
命
令
形
に
ゾ
が
下
接
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
全
体
か

ら
見
れ
ば
比
較
的
少
数
か
つ
特
異
な
文
末
表
現
に
も
目
配
せ
す
る
必
要
が

あ
る
と
稿
者
は
考
え
る
。

も
っ
と
も
後
者
、
す
な
わ
ち
「
命
令
形
＋
ゾ
」
の
形
に
つ
い
て
は
既
に

先
学
の
指
摘
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
解
釈
は
一
定
し
て
い
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
寿
岳
（
一
九
五
七
）
は
、
『
漢
書
抄
』
の
調

査
を
通
し
て
、

「
ナ
ン
ト
モ
ナ
ラ
ウ
マ
マ
ニ
ウ
チ
マ
カ
セ
ヨ
ソ
」
「
ナ
イ
コ
ソ
ナ
ヲ

面
白
ケ
レ
ソ
」
の
よ
う
な
文
章
に
最
も
典
型
的
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
ゾ
」
に
は
原
文
に
対
応
す
る
日
本
文

（
六
）

全
体
を
、
話
手
で
あ
る

抄
者
が
聞
手
に
向
っ
て
「
…
…
ト
イ
ウ
コ
ト
ナ
ノ
ダ
ヨ
」
の
如
く
念

を
押
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
気
味
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。「
ゾ
」

よ
り
上
は
素
材
で
あ
り
、
「
ゾ
」
は
形
式
的
に
は
直
上
の
用
言
や
名

詞
等
に
つ
い
て
い
る
が
、
次
元
を
か
え
て
上
の
文
を
く
る
む
と
い
う

た
め
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。（
七
六
頁
）

と
し
て
、
「
ウ
チ
マ
カ
セ
ヨ
ゾ
」
の
よ
う
な
「
命
令
形
＋
ゾ
」
の
形
式
の

ゾ
を
、
「
原
文
に
対
応
す
る
…
…
文
全
体
を
…
…
念
を
押
し
て
い
る
」
「
次

元
を
か
え
て
上
の
文
を
く
る
む
」
と
い
う
よ
う
に
表
現
し
た
。

一
方
、
鈴
木
（
一
九
七
二
）
は
、
『
周
易
抄
』
の
調
査
を
通
し
て
、

本
抄
の
「
ゾ
」
の
中
に
は
木
枝
氏
が
「
強
意
と
と
も
に
、
断
言
す
る

意
味
を
表
」
わ
す
と
さ
れ
た
用
法

（
七
）

の
ほ
か
に
、
単
に
文
の
終
止

を
示
す
程
度
に
ま
で
形
式
化
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
と
く
に
活
用
言
の
終
止
形
や
命
令
形
に
下
接
し
て
い
る
場

合
、
ま
た
あ
る
種
の
助
詞
に
下
接
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
こ
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る

（
五
一
〇
～
五
一
一
頁
）

と
し
て
、
「
命
令
形
に
下
接
し
て
い
る
」
ゾ
を
「
単
に
文
の
終
止
を
示
す

程
度
に
ま
で
形
式
化
し
た
も
の
」
と
捉
え
た
。

二
つ
の
指
摘
は
、
表
現
の
差
こ
そ
あ
れ
と
も
に
「
ゾ
」
の
性
質
に
迫
る

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
両
者
の
指
摘
が
「
気
味
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
」
「
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に
留
保
付
き
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
『
漢
書
抄
』
『
周
易
抄
』
以
外
の
文
献
や
、
「
命
令
形

＋
ゾ
」
以
外
の
形
式
に
お
い
て
も
、
一
層
の
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
「
～
ゾ
」
で
結
ば
れ
る
文
末
と
そ
う
で
な
い

文
末
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
抄
物
の
文
末
表
現
、
特
に
「
ゾ
」
の
性
質
に
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迫
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
但
し
、
取
り
上
げ
る
用
例
の
範
囲
を
限
定
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
本
稿
冒
頭
の
引
用
に
お
い
て
も
見

ら
れ
た
「
～
歟
」
で
結
ば
れ
る
文
末
と
「
～
歟
ゾ
」
で
結
ば
れ
る
文
末
の

違
い
に
着
目
す
る

（
八
）

。
す
な
わ
ち
本
稿
の
目
的
は
、
抄
文
末
に
位
置
す

る
「
～
歟
」
「
～
歟
ゾ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
収
集
し
、
そ
の
使
用
環
境

の
違
い
は
何
か
、
使
い
分
け
の
基
準
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を

追
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
主
た
る
調
査
対
象
の
文
献
を
『
史
記
抄
』
に
定
め
た
。
こ

れ
は
、
『
史
記
抄
』
が
前
期
抄
物

（
九
）

の
一
つ
で
あ
っ
て
、
後
世
の
抄
物
へ

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
史
記
抄
』
が
「
原
典
の
性
格
か

ら
仏
典
な
ど
に
比
べ
て
、
話
題
が
多
岐
に
わ
た
り
、
語
彙
が
豊
富
で
あ
っ

て
、
口
語
度
も
高
く
、
日
本
語
史
研
究
資
料
と
し
て
価
値
が
高
い
」（

十
）

と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
す
る
価
値
が
高
い
抄
物
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ

と
に
よ
る
。

な
お
、
『
史
記
抄
』
に
は
広
本
系
と
略
本
系
の
二
系
統
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
が

（
十
一
）

、
本
稿
で
は
広
本
系
で
あ
る
京
都
大
学
附
属
図
書

館
清
家
文
庫
蔵
本
を
用
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
塚
（
一
九
六
四
）
が
こ
の

本
を
「
書
写
の
ふ
る
さ
、
伝
来
の
た
し
か
さ
、
そ
れ
に
完
本
と
い
う
こ
と

も
考
慮
し
、
ま
ず
よ
る
べ
き
最
良
の
一
本
」
（
五
六
頁
）
と
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。二

調
査
の
手
続
と
諸
分
析

二
・
一

『
史
記
抄
』
の
構
造

調
査
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
調
査
対
象
で
あ
る
『
史
記
抄
』
の
情
報
を

確
認
し
た
い
。
『
史
記
抄
』
は
、
そ
の
名
の
通
り
『
史
記
』
に
対
す
る
注

釈
書
で
あ
っ
て
、
実
例
は
本
稿
一
の
引
用
箇
所
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
抄

者
は
桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
〇
～
一
四
八
九
）
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
厳
密
に
は
、
牧
中
梵
祐
の
講
義
を
桃
源
瑞
仙
が
聞
書
し
た

箇
所
（
以
下
「
牧
中
講
部
」
と
呼
ぶ
）
と
、
桃
源
瑞
仙
が
自
ら
抄
し
た
箇

所
（
以
下
「
桃
源
抄
部
」
と
呼
ぶ
）
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
十
二
）

。
具
体
的
に
は
、
本
紀
は
、
巻
三
・
周
本
紀
第

四
の
途
中
に
「
此
已
上
ハ
牧
中
ノ
講
筵
マ
テ
ノ
聴
書
、
此
以
左
ハ
余
続
抄

皆
臆
決
ナ
リ
」
【

-

】
と
あ
る
の
を
境
に
し
て
、
こ
れ
以
前
が
牧
中
講

1

117

部
、
こ
れ
以
降
が
桃
源
抄
部
で
あ
り
、
列
伝
は
、
巻
十
五
・
司
馬
相
如
列

伝
第
五
十
七
の
途
中
、「
属
岐

―
」
の
科
段
に
「
已
上
ハ
聴
書
ナ
リ
」【
4

-

】
と
あ
り
、
続
く
「
祝
融
驚

―
」
の
科
段
に
「
祝
融
以
下
ハ
、
続

364抄
臆
肯
分
ナ
リ
」
【

-

】
と
あ
る
の
を
境
に
し
て
、
こ
れ
以
前
が
牧
中

4

364

講
部
、
こ
れ
以
降
が
桃
源
抄
部
と
な
る
。

言
語
面
に
お
け
る
具
体
的
な
違
い
に
つ
い
て
は
、
柳
田
（
一
九
七
〇
）

が
、

牧
中
講
の
聞
書
の
部
分
で
は
、
原
文
の
所
々
の
語
句
に
つ
い
て
、
原

文
か
ら
は
か
な
り
自
由
な
、
短
い
文
で
手
際
よ
く
説
明
が
行
わ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
桃
源
自
身
が
抄
し
た
部
分
で
は
、
説
明
が
史
記

の
原
文
に
そ
っ
て
か
な
り
精
し
く
忠
実
に
行
わ
れ
、
一
文
も
長
く
な

り
、
原
文
や
注
の
訓
読
文
に
近
い
説
明
も
見
え
る
。

（
二
五
三
頁
）

と
指
摘
し
て
お
り
、
本
稿
の
調
査
に
お
い
て
も
用
例
の
所
在
に
つ
い
て
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

但
し
、
巻
十
・
呉
太
伯
世
家
第
一
と
巻
十
四
・
扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十

五
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
留
ま
ら
な
い
性
質
を
有
す
る
。
ま
ず
呉
太
伯
世



- 70 -

家
の
方
は
、
大
島
（
一
九
三
九
）
が
「
呉
太
伯
世
家
は
牧
中
の
講
義
が
あ

つ
た
も
の
か
ど
う
か
、
桃
源
は
明
ら
か
に
し
て
ゐ
な
い
。
即
ち
桃
源
は
師

の
牧
中
の
講
義
は
、
本
紀
は
周
本
紀
の
武
王
の
条
ま
で
、
列
伝
は
司
馬
相

如
列
伝
第
五
十
七
ま
で
ゞ
あ
つ
た
と
記
し
て
ゐ
る
の
み
で
あ
る
」
（
九
八

頁
）
と
ま
と
め
る
よ
う
に
、
牧
中
講
で
あ
る
か
桃
源
抄
で
あ
る
か
を
決
定

し
が
た
い
。
ま
た
扁
鵲
倉
公
列
伝
の
方
は
、
同
じ
く
大
島
（
一
九
三
九
）

が
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十
五
は
牧
中
の
講
義
は
あ
つ
た
が
桃
源
は
之
を

抄
録
し
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
後
に
季
玉
等
と
相
議
つ
て
補
つ
た
も
の
で
あ

る
」
（
九
〇
頁
）
と
す
る
よ
う
に
、
や
や
複
雑
な
成
立
事
情
を
も
つ
。
そ

の
た
め
、
こ
の
二
巻
に
関
し
て
は
本
稿
の
調
査
対
象
か
ら
は
除
く
こ
と
と

し
た
い
。

以
上
の
こ
と
を
、
各
巻
の
内
容
も
含
め
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

二
・
二

手
続

で
は
、
実
際
に
『
史
記
抄
』
の
「
～
歟
」
と
「
～
歟
ゾ
」
の
分
布
を
観

察
す
る
。
用
例
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
住
谷
芳
幸
氏
が
公
開
し
て
い
る

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

（
十
四
）

を
用
い
て
「
歟
」
の
検
索
を
行
っ
た

（
十
五
）

。
但
し
、

以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
処
理
を
行
っ
た
。

巻

内
容
（
篇
名
）

区
分

備
考

一

史
記
事
実

後
人
編

（
十
三
）

全
編
漢
文

二

史
記
源
流

桃
源
抄

全
編
漢
文

史
記
集
解
序
ほ
か

牧
中
講

三

本
紀
一
～
四

桃
源
抄

四
～
九

本
紀
五
～
十
二

十

呉
太
伯
世
家
第
一

本
稿
で
は
対
象
外

十
一
～
十
三

列
伝
一
～
四
十
四

牧
中
講

十
四

扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十
五

本
稿
で
は
対
象
外

十
五

列
伝
四
十
六
～
六
十

牧
中
講

桃
源
抄

十
六
～
二
十

列
伝
六
十
一
～
七
十

桃
源
抄
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・
用
例
の
収
集
範
囲
に
つ
い
て
は
、
本
稿
二
・
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
巻

十
・
呉
太
伯
世
家
第
一
お
よ
び
巻
十
四
・
扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十
五
を

除
外
し
た
。

・
仮
名
抄
を
考
察
対
象
と
し
、
漢
文
抄
（
抄
文
一
文
が
漢
文
で
あ
る
箇
所
）

は
基
本
的
に
考
察
対
象
か
ら
除
い
た
（
し
た
が
っ
て
巻
一
・
二
は
対
象

外
と
な
る
）
。
但
し
、
部
分
的
に
漢
文
式
表
記
を
用
い
た
も
の
は
採
っ

た
。
例
え
ば
「
我
カ
愚
痴
テ
申
ス
事
カ
、
御
意
ニ
不
合
歟
ソ
」
（
巻
十

二
・
范
蔡
列
伝
第
十
九
【

-

】
）
は
「
歟
ゾ
」
の
用
例
と
し
て
採
っ

3

297

た
。

・
抄
文
の
文
末
に
位
置
し
な
い
「
歟
（
ゾ
）
」
は
除
い
た
。
例
え
ば
「
父

ヤ
母
カ
ア
ル
歟
ト
問
ソ
」（
巻
十
三
・
石
張
列
伝
第
四
十
三
【

-

】
）

4

112

は
「
歟
」
の
用
例
と
し
て
採
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
京
大
本
『
史
記
抄
』

に
付
さ
れ
た
朱
点
は
句
読
の
別
を
示
さ
な
い
が
、
文
末
か
ど
う
か
の
判

断
は
一
貫
し
て
翻
刻
本
に
付
さ
れ
た
句
読
点
に
従
っ
た
。

以
上
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
抄
文
末
に
位
置
す
る
「
歟
」

一
六
九
例
（
五
八
％
）
、
「
歟
ゾ
」
一
二
二
例
（
四
二
％
）
、
計
二
九
一
例

を
抽
出
し
た

（
十
六
）

。

二
・
三

分
析
①

―
巻
ご
と
、
お
よ
び
牧
中
講
部
・
桃
源

抄
部
の
別

―

ま
ず
、
用
例
の
『
史
記
抄
』
各
巻
ご
と
の
分
布
を
図

に
ま
と
め
た
。

1

ま
た
、
「
歟
」
「
歟
ゾ
」
の
割
合
を
明
示
す
る
た
め
組
み
直
し
た
も
の
を
図

に
示
し
た
。

2
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図 1 巻ごとの歟・歟ゾの分布（その 1） ※数字は用例数

図 2 巻ごとの歟・歟ゾの分布（その 2） ※数字は用例数
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こ
れ
を
見
る
と
、
前
半
に
「
歟
ゾ
」
が
、
後
半
に
「
歟
」
が
や
や
多
い

傾
向
が
感
じ
取
れ
る
も
の
の
、
揺
れ
が
大
き
く
確
た
る
こ
と
は
断
言
し
難

い
。ま

た
、
本
稿
二
・
一
で
言
及
し
た
牧
中
講
部
と
桃
源
抄
部
の
間
で
状
況

が
異
な
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

全
体
の
数
値
を
示
し
た
の
が
表
3

で
あ
る
。
セ
ル
内
上
段
の
数
字
は
用

例
数
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
下
段
に

あ
る
括
弧
は
、
各
行
の
合
計
（
牧
中

講
部
合
計
、
桃
源
抄
部
合
計
、
全
体

合
計
）
に
対
す
る
割
合
を
百
分
率
で

示
し
た
も
の
（
す
な
わ
ち
、
各
部
で

の
歟
と
歟
ゾ
の
出
現
比
率
）
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
単
純
な
出
現
数
を

見
る
限
り
で
は
、
牧
中
講
部
と
桃
源

抄
部
と
で
歟
と
歟
ゾ
の
現
れ
方
に
違

い
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

二
・
四

分
析
②

―
上
接
語

―

妙
摩
（
一
九
七
九
）
は
、『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
文
末
辞
に
つ
い
て
「
也
」

と
「
ゾ
」
を
比
較
し
つ
つ
論
じ
、
文
末
辞
の
上
接
語
に
つ
い
て
「
体
言
・

用
言
共
に
あ
る
種
の
固
定
化
が
見
ら
れ
る
」（
七
一
七
頁
）
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
ゾ
と
ナ
リ
の
対
照
に
よ
る
考
察
で
あ
る
が
、
ゾ
の
有
無
に
お
い
て

も
類
似
の
現
象
が
見
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
二
・
二
で
抽

出
し
た
用
例
の
上
接
語
に
つ
い
て
確
認
し
、
歟
と
歟
ゾ
の
間
で
違
い
が
見

ら
れ
る
の
か
を
確
認
す
る
。

ま
ず
は
、
助
動
詞
を
除
い
た
上
接
語
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
が
表
4

で
あ
る
。
品
詞
ご
と
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
多
数
な
い
し
特
徴
的
な
上
接

語
に
つ
い
て
は
そ
の
行
を
設
け
る
（
表
中
網
掛
け
部
分
）
形
で
ま
と
め
て

い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
品
詞
レ
ベ
ル
、
お
よ
び
特
記
し
た
表
現
ど
ち
ら
に
お

い
て
も
、
本
稿
二
・
二
末
で
確
認
し
た
全
体
的
状
況
（
「
歟
」
の
方
が
「
歟

ゾ
」
よ
り
も
や
や
多
い
傾
向
）
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
は
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
助
詞
は
「
歟
ゾ
」
の
用
例
の
方
が
若
干
多
い
も
の
の
標
本
数
の

少
な
さ
ゆ
え
評
価
し
が
た
い
。

表

は
助
動
詞
を
省
い
た
調
査
で
あ
る
が
、
助
動
詞
に
関
し
て
言
及
す

4

れ
ば
、
歟
・
歟
ゾ
に
助
動
詞
が
上
接
す
る
用
例
の
う
ち
、
そ
の
助
動
詞
の

表 3 牧中講部・桃源抄部ごとの歟・歟ゾの分布

用例数 歟 歟ゾ 計

牧中講部
39 28 67

（58%）（42%）

桃源抄部
130 94 224

（58%）（42%）

計
169 122 291

（58%）（42%）

表 4 上接語ごとの歟・歟ゾの分布

上接語 歟 歟ゾ 計

名詞 46 23 69

心 19 10 29

事 5 4 9

モノ 6 1 7

動詞 93 76 169

～ト（モ）云 8 7 15

～ヲ云 8 9 17

デアル 11 11 22

ヨム（十七） 9 0 9

形容詞 16 12 28

デ（ハ）ナイ 10 7 17

助詞 4 5 9

漢文式表記 10 6 16

計 169 122 291
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ほ
と
ん
ど
は
過
去
の
助
動
詞
タ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

タ
を
伴
う
用
例
（
～
タ
歟
、
～
タ
歟
ゾ
）
に
限
定

し
て
そ
の
分
布
を
ま
と
め
た
の
が
表

で
あ
る
。

5

こ
れ
を
見
る
と
、
若
干
「
歟
ゾ
」
の
方
が
高
い
割

合
を
示
し
て
い
る
が
、
現
象
の
指
摘
に
留
め
て
お

く
。

三

直
後
の
抄
文
と
の
関
連

三
・
一

科
段
末

文
末
表
現
を
考
察
す
る
と
き
、
上
接
語
な
ど
そ
の
抄
文
内
に
お
け
る
諸

事
象
と
関
連
さ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
は
当
然
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
直

後
の
抄
文
と
の
関
連
に
お
い
て
も
分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
但
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
歟
・

歟
ゾ
の
用
例
全
二
九
一
例
に
つ
い
て
直
後
の
抄
文
と
の
関
係
を
一
つ
一
つ

定
義
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
に
は
客
観
性
の
保
証
に
困
難

を
伴
う
た
め
、
形
式
的
に
判
定
可
能
な
事
柄
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

『
史
記
抄
』
は
、
科
段
の
見
出
し
（
『
史
記
』
本
文
の
語
句
）
を
書
き
、

そ
の
箇
所
に
対
す
る
抄
文
を
綴
る
こ
と
を
繰
り
返
す
（
本
稿
一
参
照
）
。

ま
ず
は
、
そ
の
科
段
の
末
尾
に
位
置
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
歟
・
歟
ゾ

の
使
用
状
況
を
関
連
づ
け
て
考
察

し
た
い
。
集
計
の
結
果
が
表

で
6

あ
る

（
十
八
）

。

ま
ず
、
「
科
段
末
に
位
置
す
る

歟
ゾ
」
（
セ
ル

）
の
用
例
に
注

[b]

目
し
た
い
。
こ
の
五
三
例
は
、
科

段
末
に
お
け
る
歟
：
歟
ゾ
（
す
な

わ
ち

：

＝
五
五
：
五
三
＝
五

[a]

[b]

一
％
：
四
九
％
）
を
、
歟
合
計
：

歟
ゾ
合
計
（
す
な
わ
ち

：

＝

[g]

[h]

一
六
九
：
一
二
二
＝
五
八
％
：
四

二
％
）
と
比
べ
る
こ
と
で
、
相
対

的
に
高
い
値
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
同
様
に
、
歟
ゾ
を
基
準
に
見
た

場
合
、
科
段
末
の
歟
ゾ
：
非
科
段
末
の
歟
ゾ
（
す
な
わ
ち

：

＝
五
三

[b]

[e]

：
六
九
＝
四
三
％
：
五
七
％
）
を
、
科
段
末
合
計
：
非
科
段
末
合
計
（
す

な
わ
ち

：

＝
一
〇
八
：
一
八
三
＝
三
七
％
：
六
三
％
）
と
比
べ
る
こ

[c]

[f]

と
で
、
相
対
的
に
高
い
値
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
科

段
末
に
は
「
歟
ゾ
」
が
位
置
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
同
様
に
科
段
末
以
外
の
場
所
に
は
「
歟
」
が
位
置
し
や
す
い
こ
と

が
言
え
る
。

な
お
、
こ
の
こ
と
自
体
は
牧
中
講
部
・
桃
源
抄
部
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
ご

と
に
確
認
し
て
も
同
様
の
状
況
を
示
す
。
表

に
牧
中
講
部
に
限
定
し
た

7

用
例
数
を
、
表

に
桃
源
抄
部
に
限
定
し
た
用
例
数
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た

8

が
、
同
一
の
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
但
し
、
偏
り
の

強
さ
に
差
は
あ
り
、
牧
中
講
部
の
方
が
よ
り
強
く
科
段
末
に
「
歟
ゾ
」
が

表6 科段末に位置するか否かに応じた歟・歟ゾの分布

用例数
歟 歟ゾ 計

（全体%）

科段末
[a] 55 [b] 53 [c] 108
（19%）（18%） （37%）

非科段末
[d] 114 [e] 69 [f] 183
（39%）（24%） （63%）

計
[g] 169 [h] 122 [i] 291
（58%）（42%）（100%）

表 5 「タ」に下接する歟・歟ゾの分布

～タ歟 ～タ歟ゾ 計

21 27 48

（44%） （56%）
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位
置
し
や
す
い
傾
向
を
示
す
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
科
段
末
と
科
段
末
で
な
い
場
合
と
を
比
較
し

た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
科
段
末
と
は
、
形
式
上
に
お
い

て
も
内
容
上
に
お
い
て
も
、
抄
文
の
切
れ
目
を
示
す
箇
所
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
こ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、
（
科
段
末
か
否
か
を
問
わ
ず
）
抄
文
の
切
れ

目
を
示
す
箇
所
に
は
「
歟
ゾ
」
が
置
か
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
科
段
末
以
外
で
あ
っ
て
も
抄
文
の

切
れ
目
を
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
は
「
歟
ゾ
」
が
、
そ
う
で
な
い
場
所
に
は

「
歟
」
が
用
い
ら
れ
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。
し
か

し
、
本
稿
三
・
一
の
冒
頭
で
言
及
し
た
通
り
、
抄
文
の
内
容
の
切
れ
続
き

を
一
つ
一
つ
定
義
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
「
歟
（
ゾ
）
」

で
結
ば
れ
る
抄
文
の
直
後
の
文
頭
に
置
か
れ
る
語
句
の
種
類
に
注
目
し

表 7 牧中講部における、科段末に位置するか

否かに応じた歟・歟ゾの分布

用例数
歟 歟ゾ 計

（全体%）

科段末
15 19 34

（22%）（28%） （51%）

非科段末
24 9 33

（36%）（13%） （49%）

計
39 28 67

（58%）（42%）（100%）

表 8 桃源抄部における、科段末に位置するか

否かに応じた歟・歟ゾの分布

用例数
歟 歟ゾ 計

（全体%）

科段末
40 34 74

（18%）（15%） （33%）

非科段末
90 60 150

（40%）（27%） （67%）

計
130 94 224

（58%）（42%）（100%）

て
、
先
の
仮
説
の
検
証
を
試
み
た
い
。

三
・
二

科
段
末
以
外
①

―
切
れ
る
箇
所

―

ま
ず
は
、
科
段
の
途
中
に
あ
っ
て
、
抄
文
の
切
れ
目
と
認
め
や
す
い
と

考
え
ら
れ
る
も
の
を
確
認
す
る
。
表

は
、
歟
な
い
し
歟
ゾ
で
終
わ
る
抄

9

文
の
直
後
の
文
の
文
頭
表
現
の
う
ち
、
比
較
的
意
味
の
切
れ
目
と
認
め
や

す
い
文
頭
を
最
も
左
側
の
列
に
示
し
、
各
例
の
（
そ
の
直
前
の
文
末
に
あ

る
）
歟
・
歟
ゾ
の
別
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
中
の
「
〔
原
文
〕」
と
は
、
そ
の
箇
所
に
『
史
記
』
本
文
な
い
し
そ
の

注
が
入
る
こ
と
を
示
す
。
例
え
ば
、
以
下
に
「
〔
原
文
〕
ハ
」
に
分
類
し

た
一
例
を
示
す
。

【
原
文
】
五
年
、
陰
晋
人
犀
首
、
為
大
良
造
。
〈
犀
首
官
名
。
姓
公

孫
、
名
衍
。
索
隠
曰
、
官
名
、
若
虎
牙
之
類
。
姓
公
孫
、

表 9 直後の文の文頭表現（切れる箇所）

に応じた歟・歟ゾの分布

直後の文の文頭 歟 歟ゾ

〔原文〕ハ 7 7

〔原文〕トハ 1 1

〔原文〕ト云時ハ 1

本文ノ〔原文〕ハ 1

〔原文〕字ハ 1

漢文引用 3

余謂 1

余按 1
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名
衍
、
魏
人
也
。
〉

【
抄
】
五
年

―
大
良
造
ト
云
ハ
、
二
十
級
ノ
中
ニ
ハ
ナ
イ
カ
、
十
五
ハ

少
上
造
、
十
六
ハ
大
上
造
ト
ア
ル
カ
、
大
上
造
ヲ
大
良

造
ト
モ
云
歟
ソ
。
犀
首
ハ
、
官
ノ
名
ソ
。
公
孫
衍
ヲ
犀

首
ト
云
ソ
。
官
名
ト
云
ハ
、
虎
牙
ナ
ン
ト
ヽ
云
類
ソ
。

（
巻
三
・
秦
本
紀
第
五
【

-

】
、
傍
線
引
用
者
）

1

320

こ
の
例
に
お
い
て
、
『
史
記
抄
』
の
「
大
良
造
ト
云
ハ
…
…
」
の
抄
文

は
、
『
史
記
』
原
文
の
「
大
良
造
」
の
語
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
そ
の

直
後
の
「
犀
首
ハ
、
官
ノ
名
ゾ
」
の
抄
文
は
、
『
史
記
』
の
注
「
犀
首
官

名
」
を
読
み
下
す
形
で
抄
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
釈
対
象
と
な
っ
て
い

る
語
句
が
異
な
り
、
抄
文
の
内
容
も
直
接
的
に
は
関
連
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
抄
文
の
切
れ
目
を
示
す
と
認
定
し
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
例
の
場
合
、
傍
線
部
「
歟
ゾ
」
の
直
後
の
文
頭
「
犀
首
ハ
」
は
、

「
犀
首
」
が
『
史
記
』
注
中
の
語
で
あ
る
た
め
、
表

で
は
「
〔
原
文
〕

9

ハ
」
の
行
の
「
歟
ゾ
」
に
数
え
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
直
後
の
文
頭
が

異
な
る
箇
所
の
原
文
を
引
用
す
る
場
合
は
、
お
お
む
ね
切
れ
目
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
に
類
す
る
文
頭
表
現
を
表

に
挙
げ

9

て
い
る

（
十
九
）

。

ま
た
、
表

の
「
漢
文
引
用
」
と
は
、
歟
な
い
し
歟
ゾ
で
終
わ
る
抄
文

9

の
直
後
に
漢
文
が
引
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
例

で
あ
る
。

【
原
文
】
当
幽
王
三
年
、
王
之
後
宮
、
見
而
愛
之
。
生
子
伯
服
。
竟

廃
申
后
及
太
子
、
以
褒
姒
為
后
、
伯
服
為
太
子
。

【
抄
】
当

幽
王

―
王
之

―
見

而
愛

之

生

子
伯
服

テ
二

ニ
一

ユ
イ
テ

二

ニ
一

テ

ス

メ
リ二

ヲ
一

褒
姒
カ
生
タ
子
ソ
。
ア
ワ
レ
萁
ノ
服
ハ
此
伯
ヲ
云
タ
歟
ソ
。

外
紀
ニ
ハ
褒
姒
年
十
四
、
与
虢
石
父
比
而
譖
申
后
太
子
。

周
大
夫
尹
氏
及
祭
公
、
導
王
為
非
。
九
年
王
竟
以
虢
石
父

褒
姒
之
譖
、
廃
申
后
及
太
子
宜
臼
、
以
褒
姒
為
后
、
以
其

子
伯
服
為
太
子
。
宜
臼
出

棄
申

。

二

ニ
一

（
巻
三
・
周
本
紀
第
四
【

-

】
、
傍
線
引
用
者
）

1

168

こ
の
例
で
は
、
「
…
…
此
伯
ヲ
云
タ
歟
ゾ
」
の
直
後
の
文
「
外
紀
ニ
ハ

…
…
」
が
『
資
治
通
鑑
』
外
紀
の
引
用
と
な
っ
て
お
り
、
抄
文
の
話
題
自

体
は
前
文
か
ら
続
く
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、「
…
…
此
伯
ヲ
云
タ
歟
ゾ
」

ま
で
は
『
史
記
』
本
文
の
解
釈
を
行
う
一
方
、
「
外
紀
ニ
ハ
…
…
」
以
降

は
あ
く
ま
で
関
連
す
る
文
献
の
引
用
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
質
的
な
差
異
＝

切
れ
目
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
、
表

に
組
み
入
れ
た
。

9

以
上
の
よ
う
に
し
て
表

の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
内
容
上
・
形
式
上

9

の
切
れ
目
を
認
め
や
す
い
箇
所
で
は
「
歟
ゾ
」
の
方
が
用
い
ら
れ
や
す
い

こ
と
が
窺
え
る
。

三
・
三

科
段
末
以
外
②

―
続
く
箇
所

―

先
ほ
ど
は
「
科
段
の
途
中
に
あ
っ
て
、
抄
文
の
切
れ
目
を
認
め
や
す
い

箇
所
」
を
確
認
し
た
。
も
う
一
つ
確
認
し
た
い
の
は
、
「
科
段
の
途
中
に

あ
っ
て
、
抄
文
が
続
く
こ
と
を
認
め
や
す
い
箇
所
」
の
例
で
あ
る
。
先
に

述
べ
た
仮
説
に
よ
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
例
で
は
「
歟
ゾ
」
よ
り
も
「
歟
」
の

方
が
用
い
ら
れ
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。
先
ほ
ど
と
同
様
に
、
直
後
の
抄
文

の
文
頭
表
現
を
基
準
に
歟
・
歟
ゾ
の
別
を
確
認
し
た
結
果
を
表

に
示

10
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す
。表

で
は
、
最
も
左
側
の
列
に
、
抄
文
が
内
容
上
継
続
し
て
い
る
と
認

10

め
や
す
い
文
頭
を
掲
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
に
「
サ
ナ
ラ
バ
」
に
分

類
し
た
一
例
を
示
す
。

【
原
文
】
王
田
不
取
群
、
公
行
不
下
衆
、
王
御
不
参
一
族
。

【
抄
】
公

行

下

衆

ト
キ
ハ
ヲ
リ

ノ

レ

ニ

ト
キ
ニ

古
本
ニ
ハ
不
字
カ
ナ
イ
ソ
。
国
語
ニ
モ
不
字
ナ
イ
ソ
。
下ヲ

ル

衆
ト
古
本
ニ
点
シ
タ
ソ
。
其
時
ハ
公
ノ
行
ト
キ
ハ
衆
人

レ

ニ
ノ
ア
ル
処
テ
ハ
衆
ニ
礼
下
ス
ル
ト
云
心
歟
。
国
語
注
ニ
ハ

不
敢
誣
衆
也
。
サ
テ
此
本
ニ
不
下
衆
ト
云
ハ
不
審
ソ
。

公

行
ト
キ
ニ
衆
人
ヲ
ハ
卑
下
ニ
セ
ヌ
ト
云
心
歟
。
サ
ナ

ノ

ラ
ハ
、
不

下

衆

ト
ヨ
マ
ウ
ソ
。

レ

ニ
セレ

ヲ

（
巻
三
・
周
本
紀
第
四
【

-

】
、
傍
線
引
用
者
）

1

147

こ
の
科
段
は
、
『
史
記
』
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

途
中
、
「
不
」
字
が
あ
る
場
合
の
解
釈
を
述
べ
（
「
公

行
ト
キ
ニ
衆
人
ヲ

ノ

バ
卑
下
ニ
セ
ヌ
ト
云
心
歟
」
）
、
そ
れ
を
承
け
（
「
サ
ナ
ラ
バ
」
）
、
そ
の
場

合
の
訓
読
に
つ
い
て
述
べ
る
（
「
不

下

衆

ト
ヨ
マ
ウ
ゾ
」
）
。
前
半
は

レ

ニ
セレ

ヲ

義
に
つ
い
て
、
後
半
は
読
み
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
る

が
、
前
文
を
承
け
て
抄
文
を
綴
る
と
い
う
点
で
、
切
れ
ず
に
続
く
箇
所
で

あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
サ
ナ
ラ
バ
」
を
抄
文
が
内
容
上
継
続

す
る
こ
と
を
示
す
文
頭
表
現
と
考
え
、
こ
の
用
例
を
表
中
の
「
サ
ナ
ラ
バ
」

の
行
の
「
歟
」
の
箇
所
に
数
え
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
指
示
語
（
サ
・
サ
ウ
・
カ
ウ
・
其
）
が
後
に
続
く
用
例
は

内
容
上
の
連
続
性
が
比
較
的
顕
著
な
用
例
が
多
く
、
表

中
で
は
こ
う
し

10

た
指
示
語
を
含
む
文
頭
表
現
を
多
く
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
他
、
「
又
」
「
又

ハ
」
に
数
え
入
れ
た
用
例
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

【
原
文
】
游
水
発
根
乃
言
曰
、
上
郡
有
巫
。
病
而
鬼
下
之
。

【
抄
】
乃

言

曰

上
郡

有

巫

病

而
鬼

下

之

マ
ウ
シ
テ
マ
ウ
サ
ク

カ
ン
ナ
キ

ヤ
ン
テ

ニ

リ
レ

ル

ヤ
メ
ル
ト
キ
ニ

ヲ

ク
タ
ス

此
巫
カ
病
タ
ト
キ
ニ
、
鬼
カ
下
テ
カ
ラ
、
巫
カ
霊
ナ
ト
云

心
歟
。
又
ハ
人
ノ
病
メ
ル
ト
キ
ニ
、
鬼
ヲ
ヨ
ク

下

之
ト

ク
タ
ス

云
義
カ
ソ
。
第
一
ノ
解
ナ
ラ
ハ
、
タ
ヽ
リ
ミ
コ
、
ナ
ン
ト

ヽ
云
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ソ
。
第
二
ノ
解
ナ
ラ
ハ
、
イ
ノ
リ
ハ
ラ

イ
シ
テ
、
ヨ
ク
鬼
ヲ
祭
落
ス
ル
ソ
。

（
巻
九
・
孝
武
本
紀
第
十
二
【

-

】
、
傍
線
引
用
者
）

2

318

こ
の
例
で
は
、
抄
文
の
一
文
目
と
二
文
目
に
解
釈
の
二
説
が
示
さ
れ
、

表 10 直後の文の文頭表現（続く箇所）

に応じた歟・歟ゾの分布

直後の文の文頭 歟 歟ゾ

サルホドニ 2 2

サナラバ 1

サウデコソ 1

サラウ時ハ 1

サレドモ 1

サナウテハ 2 1

サデナクハ 1

イヤサデハナイゾ 1

ヨモサデハアラジ 1

カウアルホドニ 1

其ナラバ 4 2

其ハ 3

其デモ 1

又 1

又ハ 10 3
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「
第
一
ノ
解
ナ
ラ
バ
」
「
第
二
ノ
解
ナ
ラ
バ
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な

解
釈
を
付
す
。
こ
こ
で
、
一
文
目
と
二
文
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い

る
説
自
体
は
異
な
る
も
の
の
、
注
釈
対
象
は
同
一
で
あ
り
、
質
的
に
も
連

続
す
る
抄
文
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
文
目
と
二
文
目
を
つ
な
ぐ
「
又
ハ
」

と
い
う
表
現
に
注
目
し
、
表
中
の
「
又
ハ
」
の
行
の
「
歟
」
の
項
目
に
数

え
入
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
表

の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
抄
文
が
内
容
上
連

10

続
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
お
い
て
は
「
歟
ゾ
」
よ
り
も
「
歟
」

の
方
が
用
い
ら
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

三
・
四

ま
と
め

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
根
拠
に
よ
っ
て
、
内
容
上
・
形

式
上
切
れ
目
を
認
め
や
す
い
箇
所
に
は
「
歟
ゾ
」
が
、
切
れ
目
な
く
連
続

す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
「
歟
」
が
用
い
ら
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
、「
歟
」
「
歟
ゾ
」
の
使
用
環
境
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

・
数
値
上
、
科
段
末
で
は
「
歟
ゾ
」
を
用
い
た
用
例
数
が
、
科
段
末
以
外

で
は
「
歟
」
を
用
い
た
用
例
数
が
比
較
的
多
い
こ
と
。

・
科
段
末
以
外
で
、
抄
文
が
内
容
上
・
形
式
上
の
切
れ
目
を
示
す
と
考
え

ら
れ
る
文
頭
表
現
の
直
前
の
文
末
に
は
「
歟
ゾ
」
が
よ
り
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
。

・
科
段
末
以
外
で
、
抄
文
が
内
容
上
連
続
す
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
文
頭
表
現
の
直
前
の
文
末
に
は
「
歟
」
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
。

但
し
、
切
れ
目
と
し
て
最
も
典
型
的
で
あ
る
と
思
し
い
科
段
末
に
お
い

て
「
歟
ゾ
」
で
は
な
く
「
歟
」
と
な
っ
て
い
る
用
例
も
少
数
で
あ
る
と
は

言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
「
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
に
留
ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
を
付
言
す
る
。

四

『
史
記
抄
』
以
後
の
状
況

本
稿
で
は
『
史
記
抄
』
を
対
象
と
し
た
。
『
史
記
抄
』
の
歟
・
歟
ゾ
の

状
況
は
、『
史
記
抄
』
以
後
の
抄
物
に
お
け
る
状
況
と
対
照
す
る
こ
と
で
、

歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
先

行
研
究
や
総
索
引
が
備
わ
っ
て
い
る
範
囲
内
に
は
な
る
が
、
『
史
記
抄
』

以
後
の
抄
物
に
お
け
る
歟
・
歟
ゾ
の
様
相
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き

た
い
。

柳
田
（
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
中
期
抄
物

（
二
十
）

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
湯

山
聯
句
抄
』
は
、
五
山
僧
の
一
韓
智
翃
に
よ
る
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）

に
成
立
し
た
抄
物
で
あ
る
。
来
田
（
一
九
九
七
）
の
総
索
引
に
よ
れ
ば
、

本
稿
二
・
二
で
述
べ
た
調
査
範
囲
と
同
じ
歟
・
歟
ゾ

（
二
十
一
）

は
合
わ
せ
て

一
九
例
存
し
、
歟
八
例
、
歟
ゾ
一
一
例
で
あ
る
。
標
本
数
が
少
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
本
稿
三
・
一
で
行
っ
た
よ
う
に
科
段
末
か
否
か
に

よ
っ
て
歟
・
歟
ゾ
の
分
布
が
ど
う
異
な
る
の
か
を
集
計
し
た
も
の
が
表
11

で
あ
る

（
二
十
二
）

。
こ
れ
を
見
る
と
、
確
か
に
科
段
末
は
全
例
（
と
い
っ
て

も
二
例
で
あ
る
が
）
歟
ゾ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
く
本
稿
三
・
二
お
よ
び
三
・
三
で
行
っ
た
よ
う
に
、
科

段
末
以
外
の
状
況
に
つ
い
て
後
文
の
文
頭
表
現
を
基
準
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
表

の
よ
う
に
な
り
、
切
れ
目
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
（
〔
原
文
〕
ハ
、〔
原

12

文
〕
ト
云
ハ
）
に
は
「
歟
」
が
、
内
容
上
連
続
す
る
と
思
し
い
箇
所
（
サ

レ
バ
、
又
ハ
）
に
は
「
歟
ゾ
」
が
用
い
ら
れ
や
す
い
と
い
う
、『
史
記
抄
』
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と
は
逆
の
状
況
を
示
す
。

次
に
、
柳
田
（
一
九
九
八
）
に
よ
れ
ば
後
期
抄
物
に
分
類
さ
れ
る
『
中

興
禅
林
風
月
集
抄
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
『
玉
塵
抄
』
の
抄
者
と
し

て
名
高
い
惟
高
妙
安
に
よ
る
抄
物
で
あ
る
。
来
田
（
二
〇
〇
八
）
の
総
索

引
に
よ
れ
ば
、
本
稿
の
調
査
範
囲
に
含
ま
れ
る
歟
・
歟
ゾ
は
四
六
例
存
し
、

歟
二
四
例
、
歟
ゾ
二
二
例
と
な
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
と
同
様
、
科
段
末
か

否
か
に
よ
っ
て
歟
・
歟
ゾ
の
分
布
が
ど
う
異
な
る
の
か
を
集
計
し
た
も
の

が
表

、
科
段
末
以
外
の
状
況
に
つ
い
て
後
文
の
文
頭
表
現
を
基
準
に
分

13

布
を
確
認
し
た
も
の
が
表

で
あ
る
。

14

表

は
、
科
段
末
か
否
か
に
よ
る
歟
・
歟
ゾ
の
用
い
ら
れ
方
の
違
い
は

13

特
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
表

か
ら

14

窺
え
る
科
段
末
以
外
の
状
況
は
、
切
れ
目
と
な
る
箇
所
に
は
「
歟
ゾ
」
が
、

続
く
箇
所
に
は
「
歟
」
が
現
れ
や
す
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、『
史
記
抄
』

と
同
様
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

表 11 『湯山聯句抄』における、科段末に

位置するか否かに応じた歟・歟ゾの分布

用例数 歟 歟ゾ 計

科段末 0 2 2

非科段末 7 9 16

計 7 11 18

表 12 『湯山聯句抄』における、直後の文の

文頭表現に応じた歟・歟ゾの分布

直後の文の文頭 歟 歟ゾ

〔原文〕ハ 1

〔原文〕ト云ハ 3 1

サレバ 1

又ハ 1

最
後
に
、
同
じ
く
後
期
抄
物
に
分
類
さ
れ
る
『
中
華
若
木
詩
抄
』
の
状

況
を
確
認
す
る
。こ
れ
は
五
山
僧
で
あ
る
如
月
寿
印
に
よ
る
抄
物
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
妙
摩
（
一
九
七
九
）
に
文
末
表
現
に
関
す
る
調
査
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
巻
八
二
首
の
範
囲
に
お
け
る
疑
問
の
「
カ
」

一
六
例
は
全
て
文
末
が
「
カ
ゾ
」
（
な
い
し
「
カ
也
」
）
で
は
な
く
「
カ
」

で
あ
っ
て

（
二
十
三
）

、
や
は
り
『
史
記
抄
』
と
は
全
く
違
っ
た
状
況
を
示
し

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
見
た
例
は
い
ず
れ
も
『
史
記
抄
』
ほ
ど
の
用
例
数
を
確
保
で

き
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
が
、
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
歟
な
い
し
歟

ゾ
に
関
し
て
『
史
記
抄
』
の
調
査
の
結
果
と
似
た
傾
向
を
示
す
も
の
も
あ

れ
ば
、
全
く
違
っ
た
傾
向
を
示
す
も
の
も
あ
る
、
と
な
る
。
『
史
記
抄
』

を
取
り
上
げ
た
理
由
と
し
て
、
本
稿
一
に
お
い
て
「
後
世
の
抄
物
へ
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
が
、
歟
・
歟
ゾ
の
状
況
に
関
し
て
は
『
史

記
抄
』
の
状
況
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
現
在
の
と
こ
ろ

表 13 『中興禅林風月集抄』における、科段末に

位置するか否かに応じた歟・歟ゾの分布

用例数 歟 歟ゾ 計

科段末 4 3 7

非科段末 20 19 39

計 24 22 46

表 14 『中興禅林風月集抄』における、直後の文の

文頭表現に応じた歟・歟ゾの分布

直後の文の文頭 歟 歟ゾ

〔原文〕ハ 3

〔原文〕ト云ハ 1

シカトハ 1

ソレナラバ 1

又 1

又ハ 2 1
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は
、
『
史
記
抄
』
内
部
の
個
別
的
な
特
徴
と
し
て
記
述
す
る
の
が
穏
当
で

あ
る
と
言
え
る
。

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
『
史
記
抄
』
の
文
末
に
見
え
る
「
歟
」
な
い
し
「
歟
ゾ
」

の
使
用
環
境
の
違
い
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
直
前
（
上
接
語
）
と
い
う

よ
り
も
そ
の
直
後
の
文
と
の
関
連
に
お
い
て
、
切
れ
目
と
感
じ
ら
れ
る
箇

所
に
は
「
歟
ゾ
」
が
、
連
続
す
る
と
感
じ
ら
れ
る
箇
所
に
は
「
歟
」
が
用

い
ら
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

但
し
、
こ
う
し
た
使
い
分
け
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
自
由
に
（
す
な
わ

ち
無
秩
序
に
）
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
言
及
も
先
行
研
究
に

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
土
井
（
一
九
六
七
）
は
、
『
毛
詩

抄
』
諸
本
の
対
照
を
通
し
て
、
文
末
辞
に
つ
い
て
、

「
ゾ
」
や
「
タ
」
の
使
用
は
事
柄
の
理
会
に
直
接
繋
が
る
の
で
は
な

く
、
外
側
か
ら
文
体
の
形
成
に
与
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

有
無
は
抄
物
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
に
関
わ
り
を
持
た
な
い
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
近
世
成
立
の
抄
物
ほ
ど
に
は
型
と
し
て
の
固
定
を
見

な
い
こ
の
期
の
抄
物
に
あ
っ
て
は
、
比
較
的
自
由
に
添
加
（
但
し
稀

か
）
や
脱
落
を
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
一
六
八
頁
）

と
し
て
「
比
較
的
自
由
」
な
様
相
を
示
す
と
し
た
ほ
か
、
柳
田
（
一
九
八

二
）
は
、
同
一
抄
物
内
の
近
い
文
脈
の
と
こ
ろ
に
異
な
る
語
形
が
並
存
し

て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
、
「
規
範
的
に
本
文
を
整
理

し
よ
う
と
い
う
意
志
が
強
く
は
働
い
て
い
な
い
抄
物
で
は
、
当
時
行
わ
れ

て
い
た
異
形
が
自
由
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
（
一

二
四
頁
）
と
述
べ
た
。

と
は
い
え
、
意
識
的
で
あ
る
に
せ
よ
無
意
識
的
で
あ
る
に
せ
よ
、
あ
る

種
の
使
い
分
け
が
働
い
て
い
た
可
能
性
の
一
端
を
、
本
稿
で
提
示
し
た
。

本
稿
で
は
歟
・
歟
ゾ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
ペ
ア
以
外
で
も
当

然
同
様
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
し
、
本
稿
四
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
大
部

の
抄
物
に
お
け
る
状
況
な
ど
か
ら
も
、
引
き
続
き
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

［
注
］

（
一
）
『
史
記
』
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
使
用
テ
キ
ス
ト
に
付
さ
れ
た
訓
点

は
省
略
し
、
私
に
よ
る
句
読
点
を
付
し
た
。
な
お
割
注
も
適
宜
省
略
し
た
が
、

こ
れ
を
引
用
す
る
場
合
は
〈

〉
内
に
示
し
た
。
『
史
記
抄
』
の
引
用
に
際

し
て
は
、
清
濁
お
よ
び
字
配
り
は
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
（
但
し
論
文
本
文
で

改
め
て
引
用
し
た
と
き
に
は
適
宜
濁
点
を
補
っ
た
）
。
ま
た
、
合
字
は
開
い

た
。
な
お
、
引
用
部
の
末
尾
に
、
使
用
テ
キ
ス
ト
の
底
本
で
あ
る
京
都
大
学

附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
本
（
二
十
巻
）
の
巻
数
、
篇
名
、
お
よ
び
テ
キ
ス

ト
（
翻
刻
本
）
の
冊
数
と
頁
数
を
表
示
し
た
（
例
え
ば
【

-

】
は
、『
史

3

61

記
桃
源
抄
の
研
究
（
本
文
篇
三
）
』
の
六
一
頁
に
用
例
が
載
る
こ
と
を
示
す
）
。

使
用
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
稿
末
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
二
）
但
し
、
改
行
お
よ
び
字
下
げ
は
使
用
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

『
史
記
抄
』
底
本
に
は
な
い
。

（
三
）
例
え
ば
寿
岳
（
一
九
五
七
）
は
、
「
ナ
リ
式
か
ゾ
式
か
が
そ
の
抄
物
の
文

語
性
口
語
性
の
有
力
な
決
定
基
準
と
な
り
得
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
や
す
い

が
、
こ
れ
は
大
ま
か
な
論
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
実
態
は
も
っ
と
複
雑
で
あ

る
。
す
べ
て
ゾ
式
と
い
う
も
の
の
中
に
は
見
事
な
口
語
資
料
が
あ
る
事
自
体
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は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
ゾ
式
の
も
の
が
す
べ
て
そ
っ
く
り
口
語
資

料
に
な
る
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
、
又
、
ゾ
・
ナ
リ
混
式
が
非
常
に
多
い

こ
と
、
こ
の
『
漢
書
抄
』
に
し
て
も
本
紀
の
方
は
「
ナ
リ
」
を
も
含
む
こ
と
、

こ
れ
ら
の
点
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
事
は
簡
単
で
は
な
い
」
（
七
六
頁
）

と
指
摘
す
る
。

（
四
）
例
え
ば
日
本
語
学
会
［
編
］
（
二
〇
一
八
）
の
「
抄
物
」
の
項
（
小
林
千

草
氏
執
筆
）
に
お
い
て
も
、「
一
般
に
、
文
語
性
が
高
い
抄
物
は
文
末
が
「
ナ

リ
（
也
）
」
で
結
ば
れ
、
口
語
性
の
高
い
抄
物
は
「
ゾ
」
で
結
ば
れ
る
」（
五

二
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
五
）
例
え
ば
坂
詰
（
一
九
七
二
）
や
妙
摩
（
一
九
七
九
）
な
ど
。

（
六
）
引
用
は
寿
岳
（
一
九
八
三
）
に
よ
る
が
、
こ
の
箇
所
、
寿
岳
（
一
九
五
七
）

で
は
「
日
本
語
文
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
意
味
が
通
る
。

（
七
）
木
枝
（
一
九
四
八
）
四
五
九
頁
を
指
す
（
引
用
者
注
）。

（
八
）「
歟
」
に
着
目
し
た
理
由
は
、
用
例
の
検
索
の
便
宜
上
都
合
が
よ
い
こ
と
、

『
史
記
抄
』
に
お
い
て
「
歟
」
「
歟
ゾ
」
そ
れ
ぞ
れ
一
定
数
の
用
例
を
確
保

で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
本
稿
第
四
節
で
も
触
れ
る
よ
う
に
『
中
華
若
木
詩
抄
』

な
ど
で
『
史
記
抄
』
と
は
違
っ
た
様
相
が
見
ら
れ
、
歴
史
的
変
遷
に
お
い
て

も
注
目
に
値
す
る
文
末
表
現
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。

（
九
）
柳
田
（
一
九
九
八
）
は
、
五
山
禅
僧
の
抄
物
を
、
「
桃
源
瑞
仙
な
ど
が
注

釈
活
動
を
し
た
文
明
頃
を
中
心
と
す
る
時
期
と
そ
れ
以
前
、
惟
高
妙
安
な
ど

が
活
躍
し
た
天
文
・
永
禄
を
中
心
と
し
た
時
期
と
そ
れ
以
後
、
そ
し
て
そ
の

両
期
を
つ
な
ぐ
中
間
の
時
期
」
（
一
二
頁
）
の
三
期
に
分
類
し
た
。
本
稿
で

は
こ
れ
に
基
づ
い
て
「
前
期
抄
物
」「
中
期
抄
物
」「
後
期
抄
物
」
の
呼
称
を

用
い
た
。

（
十
）
佐
藤
武
義
・
前
田
富
祺
［
編
集
代
表
］
（
二
〇
一
四
）
の
「
史
記
抄
」
の

項
（
柳
田
征
司
氏
執
筆
）、
九
五
六
頁
。

（
十
一
）
飛
田
良
文
ほ
か
［
編
］
（
二
〇
〇
七
）
の
「
史
記
抄
」
の
項
（
大
塚
光

信
氏
執
筆
）
は
、
諸
本
を
「
ⅰ
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
本
」
「
ⅱ

足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
本
」
「
ⅲ
米
沢
市
立
図
書
館
本
」
「
ⅳ
板
本
」
「
ⅴ
東

洋
文
庫
本
」
「
ⅵ
内
閣
文
庫
本
」「
ⅶ
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
」
と
並
べ
、

「
広
本
系
（
ⅰ
ⅱ
ⅲ
ⅳ
ⅴ
）
と
略
本
系
（
ⅵ
ⅶ
）
に
二
大
別
さ
れ
る
」
（
七

四
七
頁
）
と
ま
と
め
る
。

（
十
二
）
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
の
蓄
積
に
つ
い
て
は
、
柳
田
（
一
九
七
〇
）

の
冒
頭
に
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
十
三
）
飛
田
良
文
ほ
か
［
編
］
（
二
〇
〇
七
）
の
「
史
記
抄
」
の
項
（
大
塚
光

信
氏
執
筆
）
に
「
「
史
記
事
実
」
は
「
史
記
源
流
」
に
な
ら
っ
て
の
後
人
の

編
集
に
か
か
る
か
」（
七
四
六
頁
）
と
あ
る
。

（
十
四
）http://w

w
w
.nabaya.net/kaken.htm

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
〇
日
閲

覧
）
。
本
デ
ー
タ
の
底
本
は
、
本
稿
が
用
い
て
い
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館

清
家
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
用
例
の
引
用
に
際
し
て
は

稿
末
に
示
し
た
翻
刻
本
を
用
い
た
が
、
翻
刻
本
は
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
底
本

を
同
じ
く
す
る
た
め
問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

（
十
五
）
こ
の
検
索
で
は
仮
名
の
「
カ
」
の
用
例
は
収
集
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
『
史
記
抄
』
巻
三
を
通
読
し
た
う
え
で
用
例
を
収

集
し
た
と
こ
ろ
、
漢
字
の
「
歟
」
が
三
五
例
、
仮
名
の
「
カ
」
が
二
例
で
あ

り
、
こ
れ
を
以
て
漢
字
の
「
歟
」
の
み
を
収
集
し
て
も
重
大
な
支
障
を
来
す

こ
と
は
な
い
と
判
断
し
た
。
但
し
仮
名
の
「
カ
（
ゾ
）
」
に
関
し
て
も
そ
の

性
質
が
異
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、
そ
の
用
例
の
精
査
は
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

（
十
六
）
一
旦
抽
出
し
た
用
例
の
中
に
、
諸
本
に
よ
る
文
末
表
現
の
異
同
が
見
ら

れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
公
子
光
ハ
、
呉
王
僚
カ
、
姪
歟
、
従

兄
弟
歟
ソ
」（
巻
十
一
・
子
胥
列
伝
第
六
【

-

】
）
で
あ
り
、
末
尾
の
「
ゾ
」

3

84
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は
底
本
で
は
存
し
な
い
も
の
の
東
洋
文
庫
本
な
ど
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
本
稿
で
は
諸
本
に
よ
る
異
同
を
取
り
扱
わ
な
か
っ

た
た
め
、
こ
の
用
例
を
除
外
し
た
。
こ
の
他
、
論
文
本
文
で
述
べ
た
手
続
に

よ
っ
て
文
末
「
歟
ナ
リ
」
一
例
を
抽
出
し
た
が
（
「
サ
ラ
ウ
時
ハ
、
亀
ヲ
ハ

可
不
敬
歟
ナ
リ
」
（
巻
十
八
・
亀
策
列
伝
第
六
十
八
【

-

】
）
）
、
こ
ち
ら

5

210

も
本
稿
の
考
察
対
象
外
と
し
て
除
外
し
た
。

（
十
七
）
表
中
で
注
目
に
値
す
る
の
が
、
「
ヨ
ム
」
が
全
例
「
歟
」
に
接
続
す
る

点
で
あ
る
。
そ
の
用
例
を
一
つ
挙
げ
る
。

呂
他
為

―

兪
音
輸
シ
タ
ホ
ト
ニ
、
兪
ト
ハ
シ
ヨ
マ
ウ
歟
。

シ
ユ

（
巻
七
・
呂
后
本
紀
第
九
【

-

】）

2

187

こ
の
よ
う
に
、
「
ヨ
ム
」
の
行
に
分
類
し
た
用
例
は
、
漢
字
の
読
み
方
や

訓
読
の
仕
方
に
つ
い
て
抄
者
が
考
察
す
る
も
の
が
並
ぶ
。
但
し
、
「
ヨ
ム
」

を
用
い
た
も
の
に
限
ら
ず
内
容
上
近
似
す
る
用
例
を
求
め
る
と
、
「
歟
ゾ
」

の
用
例
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

至

方
与

周
市
来

攻

方
与

未

戦

ル
二

ニ
一

テ

ム
二

ヲ
一

レ

漢
書
ニ
ハ
此
ノ
周
市
ト
云
カ
ラ
ノ
八
字
ハ
ナ
イ
ソ
。
（
中
略
）
古
本

ニ
上
ノ
周
市
ヲ
ハ
周
市
ト
点
シ
タ
ソ
。
カ
キ
本
ハ
字
カ
胡
乱
テ
、

サ
ウ

ス
チ
ナ
イ
字
ト
モ
ヲ
カ
キ
ヲ
ケ
ト
モ
、
点
ヲ
ハ
本
ノ
字
ノ
音
ヲ
附

ル
ソ
。
是
ハ
匝
字
ト
ハ
シ
思
テ
、
点
シ
タ
歟
ソ
。
周
市
テ
ハ
心
得

ラ
レ
ヌ
ホ
ト
ニ
ソ
。
（
略
）

（
巻
七
・
高
祖
本
紀
第
八
【

-

】、
傍
線
引
用
者
）

2

105

右
例
は
、
『
史
記
』
原
文
で
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
を
、「
古
本
」
の
振
り

仮
名
に
よ
っ
て
字
を
正
し
て
解
釈
し
た
抄
文
で
あ
る
。
傍
線
部
の
「
歟
ゾ
」

は
「
古
本
」
の
付
訓
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
訓
を
対
象
に
し
て
い
る
と

い
う
点
で
は
先
ほ
ど
の
「
ヨ
マ
ウ
歟
」
の
用
例
と
似
通
っ
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
の
抄
文
末
は
「
歟
ゾ
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ヨ
ム
」
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
な
内
容
で
は
「
歟
」
が
付
く
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
十
八
）
科
段
の
認
定
は
使
用
テ
キ
ス
ト
（
翻
刻
本
）
の
処
理
に
則
っ
た
。
な
お
、

科
段
末
に
位
置
す
る
「
歟
（
ゾ
）
」
の
用
例
と
し
て
は
本
稿
一
の
引
用
部
（
「
子

之

―
」
の
科
段
）
が
、
科
段
末
に
位
置
し
な
い
「
歟
（
ゾ
）
」
の
用
例
と

し
て
は
注
（
十
七
）
の
二
つ
目
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
、
参
考
に
さ
れ

た
い
。

（
十
九
）
但
し
、
後
文
と
内
容
上
切
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
表
中
の
数
値
に
数
え
入
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

【
原
文
】
寧
成
者
、
穣
人
也
。
以
郎
謁
者
事
景
帝
。

【
抄
】
以

郡

謁-

者

テ
二

ノ

ト
イ
フ
ヲ

一

漢
書
ニ
ハ
、
郎
謁
者
ト
ア
ル
ソ
。
此
ハ
常
ニ
ア
ル
語
ナ
リ
。

郡
謁
者
ト
云
ハ
、
常
ニ
ハ
ナ
イ
、
メ
ツ
ラ
シ
イ
ソ
。
サ
ル

ホ
ト
ニ
、
漢
書
ニ
改
タ
歟
。
以
郡
謁
者
ト
云
時
ハ
、
郡
ノ

太
守
下
ノ
謁
者
カ
ラ
出
テ
、
事
景
帝
タ
ソ
。
シ
ア
ケ
タ
ナ

リ
ソ
。
郎
謁
者
ト
云
時
ハ
、
郎
官
テ
、
シ
カ
モ
、
謁
者
ノ

申
シ
ツ
キ
ヲ
シ
テ
、
事
ヘ
タ
ソ
。

ツ
カ

（
巻
十
六
・
酷
吏
列
伝
第
六
十
二
【

-

】、
傍
線
引
用
者
）

5

9

の
例
に
つ
い
て
、
桃
源
が
参
照
し
た
『
史
記
』
は
「
郡
謁
者
」
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
抄
文
か
ら
窺
え
る
か
ら
、
傍
線
部
「
歟
」
の
直
後
の
文
頭
「
以
郡
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謁
者
ト
云
時
ハ
」
は
確
か
に
「
〔
原
文
〕
ト
云
時
ハ
」
に
当
て
は
ま
る
用
例

で
あ
る
。
し
か
し
、
抄
文
は
「
郎
謁
者
」
か
「
郡
謁
者
」
か
と
い
う
話
題
が

続
い
て
い
る
箇
所
で
あ
っ
て
、
異
な
る
語
句
に
つ
い
て
の
解
釈
に
移
っ
た
箇

所
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
例
は
省
い
て
表
中
の
数
値
を
示
し

て
い
る
。

（
二
十
）
注
（
九
）
参
照
。

（
二
十
一
）
但
し
、
漢
字
の
「
歟
」
に
は
限
定
せ
ず
に
「
乎
」
や
仮
名
の
「
カ
」

な
ど
も
用
例
と
し
て
採
っ
て
お
り
、
そ
の
点
が
本
稿
の
『
史
記
抄
』
の
調
査

に
お
い
て
用
い
た
基
準
と
異
な
る
。
こ
の
こ
と
は
『
湯
山
聯
句
抄
』
以
下
第

四
節
で
取
り
上
げ
た
全
て
の
抄
物
に
当
て
は
ま
る
。

（
二
十
二
）
但
し
、
抽
出
し
た
一
九
例
の
う
ち
、
来
田
（
一
九
九
七
）
が
「
「
夜

冷
」
に
対
す
る
注
記
が
本
文
に
紛
れ
た
も
の
」
（
一
一
六
頁
注

）
と
す
る

12

「
坐
久
カ
」
（
来
田
（
一
九
九
七
）
本
文
篇

オ

）
の
例
は
省
き
、
以
下

71

7

一
八
例
（
歟
七
例
、
歟
ゾ
一
一
例
）
で
考
察
を
進
め
る
。

（
二
十
三
）
妙
摩
（
一
九
七
九
）
七
一
四
～
七
一
六
頁
の
第
二
表
中
の
「
カ
（
疑

問
）
」
は
、
一
六
例
全
て
が
（
也
で
も
ゾ
で
も
な
い
）「
そ
の
他
の
文
末
終
止
」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
妙
摩
氏
が
指
し
て
い
る
と
思
し
い
一
六
例
に
つ

い
て
稿
者
自
身
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
文
末
は
全
て
「
カ
」
な
い
し
「
乎
」

で
あ
っ
て
、
ゾ
な
ど
の
付
か
な
い
用
例
で
あ
っ
た
。

［
使
用
テ
キ
ス
ト
］

・
『
史
記
』
は
、
『
古
典
研
究
会
叢
書

漢
籍
之
部

第
十
七
巻

史
記
（
一
）
』
～

『
同

第
二
十
八
巻

史
記
（
十
二
）
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
～
一
九
九
八

年
）
の
影
印
に
よ
る
。

・
『
史
記
抄
』
は
、
水
沢
利
忠
・
亀
井
孝
『
史
記
桃
源
抄
の
研
究
（
本
文
篇
一
）
』

～
『
同
（
本
文
篇
五
）
』
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
五
～
一
九
七
三
年
）
の

翻
刻
に
よ
る
（
底
本
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
本
）。

［
参
考
文
献
］

大
島
利
一
（
一
九
三
九
）「
桃
源
瑞
仙
の
史
記
抄
を
読
む
」『
東
方
学
報
』（
京
都
）

一
〇
―
一

大
塚
光
信
（
一
九
六
四
）「
史
記
抄
の
諸
本
と
本
文
」『
国
語
国
文
』
三
三
―
五

木
枝
増
一
（
一
九
四
八
）『
高
等
国
文
法
要
説

品
詞
篇
』（
修
文
館
）

来
田
隆
（
一
九
九
七
）『
湯
山
聯
句
抄
本
文
と
総
索
引
』（
清
文
堂
出
版
）

来
田
隆
（
二
〇
〇
八
）『
中
興
禅
林
風
月
集
抄
総
索
引
』（
清
文
堂
出
版
）

坂
詰
力
治
（
一
九
七
二
）
「
清
原
宣
賢
講
『
論
語
抄
』
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ

い
て

―
指
定
辞
「
ゾ
」「
ナ
リ
」
を
中
心
と
し
て

―
」『
国
語
学
研
究
』

一
一

＊
の
ち
坂
詰
（
一
九
八
七
）『
論
語
抄
の
国
語
学
的
研
究

研
究
・
索
引
篇
』

（
武
蔵
野
書
院
）
第
一
章
所
収
。
引
用
お
よ
び
頁
数
表
示
は
こ
ち
ら
に
よ
る
。

佐
藤
武
義
・
前
田
富
祺
［
編
集
代
表
］（
二
〇
一
四
）『
日
本
語
大
事
典

上
・
下
』

（
朝
倉
書
店
）

寿
岳
章
子
（
一
九
五
七
）「
抄
物
の
会
話
文

―
漢
書
抄
に
よ
る

―
」『
国
語
学
』

二
八

＊
の
ち
寿
岳
（
一
九
八
三
）『
室
町
時
代
語
の
表
現
』（
清
文
堂
出
版
）
所
収
。

引
用
お
よ
び
頁
数
表
示
は
こ
ち
ら
に
よ
る
。

鈴
木
博
（
一
九
七
二
）
『
周
易
抄
の
国
語
学
的
研
究

研
究
篇
』
（
清
文
堂
出
版
）

土
井
洋
一
（
一
九
六
七
）
「
抄
物
の
転
写
本
と
版
本
」
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究

年
報
』
一
三

日
本
語
学
会
［
編
］（
二
〇
一
八
）『
日
本
語
学
大
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）

飛
田
良
文
ほ
か
［
編
］（
二
〇
〇
七
）『
日
本
語
学
研
究
事
典
』（
明
治
書
院
）

妙
摩
光
代
（
一
九
七
九
）「
『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
見
る
文
末
の
「
也
」
と
「
ソ
」
」
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『
田
邊
博
士
古
稀
記
念
国
語
助
詞
助
動
詞
論
叢
』（
桜
楓
社
）

柳
田
征
司
（
一
九
七
〇
）
「
史
記
抄
の
本
文
に
つ
い
て

―
漢
書
抄
と
の
関
係
か

ら

―
」『
国
語
国
文
論
集
』
一

＊
の
ち
柳
田
（
一
九
九
八
）
第
二
章
第
二
節
所
収
。
引
用
お
よ
び
頁
数
表
示

は
こ
ち
ら
に
よ
る
。

柳
田
征
司
（
一
九
八
二
）
「
抄
物
の
語
彙
」『
講
座
日
本
語
学

現
代
語
彙
と
の

5

史
的
対
照
』（
明
治
書
院
）

柳
田
征
司
（
一
九
九
八
）『

室
町
時
代
語

資
料
と
し
て
の

抄
物
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
）

吉
澤
義
則
（
一
九
二
七
）「
抄
物
の
言
葉
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
の
研
究
』
四

＊
テ
キ
ス
ト
及
び
参
考
文
献
の
引
用
に
際
し
て
、
字
体
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
き
た
は
ら

し
ん
や
・
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
）


